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特
集
〜
対
北
朝
鮮
措
置
に
関
連
す
る
取
締
り
の
現
状
及
び
北
朝
鮮
に
よ
る
拉ら

致
容
疑
事
案
等
〜

一　

北
朝
鮮
に
対
す
る
措
置
に
至
る
経
緯

（
一
）
一
回
目
の
核
実
験
ま
で
の
経
緯

　

昭
和
三
〇
年
代
以
降
、
原
子
力
発
電
所
の
開
発
に
取

り
組
ん
で
い
た
北
朝
鮮
は
、
六
〇
年
一
二
月
、
核
兵
器

保
有
国
の
拡
大
防
止
の
枠
組
み
で
あ
る
核
拡
散
防
止
条

約
（
Ｎ
Ｐ
Ｔ
）
に
署
名
し
た
後
、
Ｎ
Ｐ
Ｔ
に
加
盟
し
た

非
核
保
有
国
に
義
務
付
け
ら
れ
た
国
際
原
子
力
機
関

（
Ｉ
Ａ
Ｅ
Ａ
）
と
の
協
定
を
結
び
ま
し
た
が
、
核
開
発

疑
惑
の
解
明
に
協
力
せ
ず
、
平
成
五
年
三
月
、
Ｎ
Ｐ
Ｔ

か
ら
の
脱
退
を
表
明
し
ま
し
た
。

　

他
方
、
国
際
社
会
で
は
、
北
朝
鮮
の
核
開
発
を
め

ぐ
り
武
力
衝
突
に
発
展
す
る
こ
と
が
懸
念
さ
れ
る
よ

う
に
な
り
、
北
朝
鮮
の
核
問
題
は
、
一
五
年
八
月
、

米
朝
に
日
韓
露
中
を
加
え
た
六
者
会
合
で
話
し
合
わ

れ
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
米
国

が
対
北
朝
鮮
経
済
制
裁
の
た
め
マ
カ
オ
の
銀
行
「
バ

ン
コ
・
デ
ル
タ
・
ア
ジ
ア
」（
Ｂ
Ｄ
Ａ
）
を
北
朝
鮮

の
資
金
洗
浄
金
融
機
関
に
指
定
し
、
マ
カ
オ
当
局
が

北
朝
鮮
関
連
口
座
を
凍
結
し
た
こ
と
か
ら
、
こ
れ
に

反
発
し
た
北
朝
鮮
は
態
度
を
硬
化
さ
せ
、
六
者
会
合

は
こ
う
着
状
態
に
陥
り
ま
し
た
。

（
二
）
弾
道
ミ
サ
イ
ル
発
射
・
核
実
験
実
施

　

こ
う
し
た
状
況
の
下
、
一
八
年
七
月
五
日
、
北
朝

鮮
は
、
テ
ポ
ド
ン
２
号
を
含
む
七
発
の
弾
道
ミ
サ
イ

ル
を
発
射
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
北
朝
鮮
は
、
ミ
サ
イ
ル
開
発
の
継
続
を
表

明
す
る
と
と
も
に
、
一
〇
月
九
日
に
は
地
下
核
実
験

を
初
め
て
実
施
し
ま
し
た
。

（
三
）
ア
メ
リ
カ
の
テ
ロ
支
援
国
家
指
定
解
除

　

一
九
年
三
月
に
Ｂ
Ｄ
Ａ
の
北
朝
鮮
関
連
口
座
の
凍

結
が
解
除
さ
れ
る
と
、
二
〇
年
六
月
、
北
朝
鮮
は
、

内
容
は
不
十
分
な
が
ら
も
、
寧ニ

ョ
ン

辺ビ
ョ
ン

の
核
施
設
の
無
能

力
化
と
核
計
画
の
申
告
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
を
受
け
、
二
〇
年
一
〇
月
、
米
国
が
北
朝
鮮

の
テ
ロ
支
援
国
家
指
定
を
解
除
し
た
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
無
能
力
化
作
業
の
検
証
が
行
わ
れ
な
か
っ
た
こ

と
か
ら
、
日
本
国
内
か
ら
は
指
定
解
除
に
つ
い
て
疑

問
の
声
が
上
が
り
ま
し
た
。

北朝鮮の核実験実施を伝えるテレビ（18年10月、
ソウル市内）（時事）

爆破された寧辺の核施設（冷却塔）（20年６月）（時事）

対
北
朝
鮮
措
置
に
関
連
す
る

取
締
り
の
現
状

１
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（
四
）
再
度
の
弾
道
ミ
サ
イ
ル
発
射
・
核
実
験
実
施

　

二
一
年
四
月
五
日
、
北
朝
鮮
は
、
人
工
衛
星
の

打
ち
上
げ
と
称
し
て
弾
道
ミ
サ
イ
ル
を
発
射
し
ま
し

た
。

　

さ
ら
に
、
北
朝
鮮
は
、
六
者
会
合
離
脱
と
核
開
発

再
開
を
表
明
し
、
五
月
二
五
日
に
は
、
二
回
目
と
な

る
核
実
験
を
強
行
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
北
朝
鮮
は
、
七
月
六
日
に
弾
道
ミ
サ

イ
ル
を
再
び
発
射
す
る
な
ど
挑
発
を
繰
り
返
し
た
ほ

か
、
六
者
会
合
は
「
永
遠
に
終
わ
っ
た
」
と
し
て
こ

れ
に
復
帰
す
る
意
思
が
な
い
こ
と
を
改
め
て
表
明
し

ま
し
た
。

二　

国
際
社
会
の
取
組
み

　

国
際
社
会
は
、
こ
う
し
た
北
朝
鮮
の
核
開
発
や
弾

道
ミ
サ
イ
ル
開
発
に
つ
い
て
、
国
連
を
通
じ
て
、
北

朝
鮮
に
思
い
と
ど
ま
る
よ
う
繰
り
返
し
求
め
て
き
ま

し
た
が
、
こ
れ
が
守
ら
れ
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
北

朝
鮮
に
対
し
制
裁
措
置
が
講
じ
ら
れ
て
い
ま
す
。

①　

国
連
安
保
理
決
議
第
八
二
五
号

　

北
朝
鮮
が
、
五
年
三
月
に
Ｎ
Ｐ
Ｔ
か
ら
脱
退
す
る

と
の
意
思
表
明
を
行
っ
た
こ
と
を
踏
ま
え
、
同
年
五

月
、
北
朝
鮮
に
対
し
、
Ｎ
Ｐ
Ｔ
の
履
行
及
び
Ｉ
Ａ
Ｅ

Ａ
と
の
間
で
交
わ
さ
れ
た
保
障
措
置
協
定
の
遵
守
を

要
請
す
る
こ
と
等
を
内
容
と
す
る
決
議
第
八
二
五
号

が
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

②　

国
連
安
保
理
決
議
第
一
六
九
五
号

　

北
朝
鮮
が
一
八
年
七
月
に
弾
道
ミ
サ
イ
ル
を
複
数

回
発
射
し
た
こ
と
を
踏
ま
え
、
北
朝
鮮
に
対
し
、
弾

道
ミ
サ
イ
ル
計
画
に
か
か
わ
る
す
べ
て
の
活
動
を
停

止
す
る
こ
と
、
六
者
会
合
へ
早
期
に
無
条
件
復
帰
す

る
こ
と
、
す
べ
て
の
核
計
画
を
放
棄
す
る
こ
と
を
、

す
べ
て
の
加
盟
国
に
対
し
、
弾
道
ミ
サ
イ
ル
や
核
兵

器
等
の
大
量
破
壊
兵
器
に
関
連
す
る
あ
ら
ゆ
る
物
資

や
技
術
及
び
資
金
の
調
達
を
防
止
す
る
こ
と
等
を
そ

れ
ぞ
れ
要
求
す
る
決
議
第
一
六
九
五
号
が
採
択
さ
れ

ま
し
た
。

③　

国
連
安
保
理
決
議
第
一
七
一
八
号

　

北
朝
鮮
が
一
八
年
一
〇
月
に
核
実
験
を
実
施
し

た
と
発
表
し
た
こ
と
を
受
け
、
国
連
憲
章
第
七
章
に

基
づ
く
「
制
裁
」
行
動
が
盛
り
込
ま
れ
た
決
議
第

一
七
一
八
号
が
採
択
さ
れ
ま
し
た
。こ
の
決
議
で
は
、

北
朝
鮮
に
対
し
、
い
か
な
る
核
実
験
・
ミ
サ
イ
ル
発

射
も
実
施
し
な
い
こ
と
、
大
量
破
壊
兵
器
関
連
物
資

等
の
輸
出
を
禁
止
す
る
こ
と
を
、
す
べ
て
の
加
盟
国

に
対
し
、
北
朝
鮮
に
対
す
る
奢し

ゃ

侈し

品
の
販
売
や
移
転

を
防
止
す
る
こ
と
、
北
朝
鮮
の
大
量
破
壊
兵
器
関
連

及
び
弾
道
ミ
サ
イ
ル
関
連
計
画
に
関
与
等
し
て
い
る

と
し
て
国
連
が
指
定
す
る
個
人
又
は
団
体
等
の
資
産

を
凍
結
す
る
こ
と
等
を
そ
れ
ぞ
れ
求
め
て
い
ま
す
。

④　

国
連
安
保
理
決
議
第
一
八
七
四
号

　

北
朝
鮮
が
再
び
核
兵
器
の
実
験
を
実
施
し
た
と
発

表
し
た
こ
と
を
受
け
、
北
朝
鮮
に
対
し
、
核
実
験
又

は
弾
道
ミ
サ
イ
ル
技
術
を
使
用
し
た
発
射
を
こ
れ
以

上
実
施
し
な
い
こ
と
、
Ｎ
Ｐ
Ｔ
脱
退
に
関
す
る
発
表

を
撤
回
す
る
こ
と
を
求
め
る
決
議
第
一
八
七
四
号
が

二
一
年
六
月
に
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
す
べ
て
の
加
盟
国
に
対
し
、
海
空
港
を
含

む
自
国
の
領
土
内
で
禁
止
物
品
（
あ
ら
ゆ
る
武
器
等

を
含
む
も
の
に
拡
大
）
の
疑
い
の
あ
る
貨
物
を
検
査

す
る
こ
と
、
公
海
上
に
お
い
て
禁
止
物
品
の
疑
い
の

あ
る
貨
物
の
検
査
の
た
め
に
旗
国
の
同
意
を
得
て
船

舶
を
検
査
す
る
こ
と
が
要
請
さ
れ
ま
し
た
。
あ
わ
せ

て
、
禁
止
物
品
を
運
搬
し
て
い
る
疑
い
の
あ
る
北
朝

鮮
船
舶
へ
の
燃
料
供
給
等
を
禁
止
す
る
こ
と
等
が
盛

「人工衛星打ち上げ成功」を伝える北朝鮮のテレビ（４月５日）（時事）
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り
込
ま
れ
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
加
盟
国
の
北
朝
鮮
に
対
す
る
措
置
の
履

行
状
況
に
つ
い
て
確
認
し
改
善
の
た
め
の
勧
告
を
行

う
こ
と
の
で
き
る
専
門
家
グ
ル
ー
プ
が
、
新
た
に
北

朝
鮮
制
裁
委
員
会
と
は
別
に
国
連
安
保
理
の
下
に
設

置
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

北朝鮮に対する決議第1874号を全会一致で採択した
国連安全保障理事会（６月12日）（時事）

三　

我
が
国
の
取
組
み

（
一
）
北
朝
鮮
に
対
す
る
措
置

　

我
が
国
は
、
北
朝
鮮
の
弾
道
ミ
サ
イ
ル
の
射
程

範
囲
に
あ
り
、
核
開
発
等
の
北
朝
鮮
に
よ
る
大
量
破

壊
兵
器
等
の
脅
威
が
重
大
な
も
の
で
あ
る
こ
と
に
加

え
、
北
朝
鮮
に
よ
る
拉
致
問
題
が
依
然
と
し
て
解
決

さ
れ
て
い
な
い
こ
と
を
踏
ま
え
、
北
朝
鮮
に
対
し
、

国
際
社
会
の
決
定
し
た
措
置
に
加
え
、
我
が
国
独
自

の
措
置
を
講
じ
て
い
ま
す
。
北
朝
鮮
に
対
す
る
措
置

の
概
要
は
次
表
の
と
お
り
で
す
。

対北朝鮮措置の概要

人　

に　

対　

す　

る　

規　

制

国連に合わせた措置 21年７月24日から 北朝鮮の核関連、弾道ミサイル関連及びその他の大量破壊兵器関連の計画に関与すると認
められる５個人の我が国への入国及び通過の防止

我が国独自の措置

18年７月５日から

①北朝鮮当局職員の原則入国禁止

②北朝鮮籍船舶の乗員等の上陸の原則禁止

③在日北朝鮮当局職員の北朝鮮を渡航先とした再入国の原則禁止

④我が国国家公務員の北朝鮮渡航の原則見合わせ

⑤我が国から北朝鮮への渡航自粛の要請

18年10月11日から ⑥北朝鮮籍を有する者の特別の事情のない限りの入国禁止

21年６月16日から ⑦北朝鮮に対する貿易・金融措置に違反し刑の確定した在日外国人の北朝鮮を渡航先とし
た再入国の原則禁止及びそのような刑の確定した外国人船員の原則上陸禁止

物 
に 

対 

す 

る 

措 

置

国連に合わせた措置 18年11月15日から
①北朝鮮に関するミサイル及び核兵器等の輸出禁止

②北朝鮮に向けた奢侈品注の輸出禁止

我が国独自の措置

18年７月５日から ①北朝鮮に関するミサイル及び核兵器等の輸出管理の厳格な実施

18年10月14日から ②北朝鮮からのすべての品目の輸入禁止

21年６月18日から ③北朝鮮に向けたすべての品目の輸出禁止

金 

に 

対 

す 

る 

措 

置

国連に合わせた措置

18年９月19日から ①北朝鮮のミサイル及び大量破壊兵器計画に関連すると認められる15団体・１個人の資金
移転防止

21年５月22日から ②北朝鮮の核関連、その他の大量破壊兵器関連及び弾道ミサイル関連計画に関与すると認
められる３団体の資産凍結

21年７月７日から ③北朝鮮の核、弾道ミサイル又はその他の大量破壊兵器に関連する計画又は活動に貢献し
得る活動に寄与する目的で行う資産の移転等を防止する措置

21年７月24日から ④北朝鮮の核関連、その他の大量破壊兵器関連及び弾道ミサイル関連計画に関与すると認
められる５団体・５個人の資産凍結

我が国独自の措置 21年５月12日から 携帯輸出の届出を要する額を100万円超から30万円超へ引き下げる措置及び支払報告を要
する額を3000万円超から1000万円超へ引き下げる措置

そ
の
他
の
規
制

我が国独自の措置

18年７月５日から ①我が国と北朝鮮の間の航空チャーター便の我が国への乗り入れ禁止

18年７月５日から ②万景峰92号の入港禁止

18年10月14日から ③北朝鮮籍船舶の入港禁止

注：奢侈品とは牛肉、酒類・たばこ、乗用車、宝石等のぜいたく品のことをいう。
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（
二
）
取
締
り
の
現
状

　

警
察
で
は
、
北
朝
鮮
に
対
す
る
措
置
が
講
じ
ら
れ

た
一
八
年
一
〇
月
以
降
、
北
朝
鮮
に
対
す
る
措
置
に

関
係
す
る
違
法
行
為
（
大
量
破
壊
兵
器
等
の
拡
散
に

関
係
す
る
事
件
を
除
き
ま
す
。）
を
七
件
検
挙
し
て

お
り
、
今
後
も
違
法
行
為
を
看
過
す
る
こ
と
な
く
積

極
的
な
取
締
り
を
行
う
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

ア　

検
挙
事
例

①　

北
朝
鮮
を
原
産
地
と
す
る
貨
物
（
ア
サ
リ
）
の

無
承
認
輸
入
に
係
る
外
為
法
違
反
事
件

　

山
口
県
警
察
は
、
一
九
年
四
月
、
魚
貝
類
輸
入
販

売
業
者
役
員
ら
が
、
同
社
の
従
業
員
及
び
中
国
船
籍

貨
物
船
の
船
長
ら
と
共
謀
し
て
、
北
朝
鮮
を
原
産
地

又
は
船
積
地
域
と
す
る
貨
物
を
日
本
に
輸
入
す
る
た

め
に
は
、
経
済
産
業
大
臣
の
承
認
を
受
け
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
一
九
年
二
月
、
北
朝

北朝鮮を船積地とするアサリを積載した中国船籍の貨
物船（４月、山口）（共同）

偽
の
輸
入
申
告
手
続
を
行
い
、
経
済
産
業
大
臣
の
承

認
を
受
け
る
こ
と
な
く
北
朝
鮮
か
ら
不
正
に
輸
入
し

た
と
し
て
、
こ
の
魚
貝
類
輸
入
販
売
業
者
役
員
ら
を

外
為
法
違
反
で
通
常
逮
捕
し
ま
し
た
。

②　

北
朝
鮮
を
原
産
地
と
す
る
貨
物
（
ス
テ
ン
レ
ス
継

手
）
の
無
承
認
輸
入
に
係
る
外
為
法
違
反
事
件

　

兵
庫
県
警
察
は
、
日
本
か
ら
北
朝
鮮
に
ス
テ
ン
レ

ス
継
手
原
材
料
を
輸
出
す
る
一
方
、
加
工
後
の
製
品

を
北
朝
鮮
か
ら
日
本
に
輸
入
し
て
い
た
鉄
管
製
造
会

社
経
営
者
ら
に
つ
い
て
、
一
九
年
六
月
、
北
朝
鮮
を

原
産
地
又
は
船
積
地
域
と
す
る
貨
物
を
日
本
へ
輸
入

す
る
た
め
に
は
、
経
済
産
業
大
臣
の
承
認
を
受
け
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
一
八
年
一
二

月
、
北
朝
鮮
を
原
産
地
と
す
る
ス
テ
ン
レ
ス
継
手
を

中
国
・
大
連
を
経
由
さ
せ
る
こ
と
に
よ
り
、
そ
の

原
産
地
を
中
国
と
す
る
虚
偽
の
輸
入
申
告
手
続
を
行

い
、
経
済
産
業
大
臣
の
承
認
を
受
け
る
こ
と
な
く
北

朝
鮮
か
ら
不
正
に
輸
入
し
た
と
し
て
、
こ
の
鉄
管
製

造
会
社
経
営
者
ら
を
外
為
法
違
反
で
書
類
送
致
し
ま

し
た
。

③　

北
朝
鮮
を
原
産
地
と
す
る
貨
物
（
ウ
ニ
）
の
無

承
認
輸
入
に
係
る
外
為
法
違
反
事
件

　

警
視
庁
は
、
二
〇
年
一
月
、
貿
易
会
社
役
員
ら
が

一
九
年
四
月
中
三
回
に
わ
た
り
、
北
朝
鮮
を
原
産
地

と
す
る
ウ
ニ
（
塩
水
漬
け
の
も
の
）
を
中
国
・
大
連

の
空
港
か
ら
日
本
の
空
港
に
輸
送
し
た
後
、
そ
の
原

鮮
を
原
産
地
と

す
る
ア
サ
リ
を

北
朝
鮮
海
州
港

で
中
国
船
籍
の

貨
物
船
に
積
み

込
み
、
同
船
を

山
口
県
下
関
港

に
入
港
さ
せ
た

後
、
原
産
地
を

中
国
と
す
る
虚

産
地
を
中
国
と
す
る
虚
偽
の
輸
入
申
告
手
続
を
行
う

こ
と
に
よ
り
、
こ
れ
ら
を
経
済
産
業
大
臣
の
承
認
を

受
け
る
こ
と
な
く
不
正
に
輸
入
し
た
と
し
て
、
こ
の

貿
易
会
社
役
員
ら
を
外
為
法
違
反
で
通
常
逮
捕
し
ま

し
た
。

④　

貿
易
業
者
に
よ
る
奢
侈
品
（
ピ
ア
ノ
等
）
の
無

承
認
輸
出
に
係
る
外
為
法
違
反
事
件

　

兵
庫
県
警
察
は
、
二
一
年
六
月
、
貿
易
業
者
社
長

が
二
〇
年
一
〇
月
に
奢
侈
品
に
該
当
す
る
中
古
ピ
ア

ノ
を
経
済
産
業
大
臣
の
承
認
を
受
け
る
こ
と
な
く
中

国
・
大
連
経
由
で
北
朝
鮮
に
不
正
に
輸
出
す
る
と
と

も
に
、
二
一
年
一
月
に
は
、
奢
侈
品
に
該
当
す
る
中

古
自
動
車
を
経
済
産
業
大
臣
の
承
認
を
受
け
る
こ
と

な
く
中
国
・
大
連
経
由
で
北
朝
鮮
に
不
正
に
輸
出
し

た
と
し
て
、
こ
の
貿
易
業
者
社
長
を
外
為
法
違
反
で

通
常
逮
捕
し
ま
し
た
。

北朝鮮に不正輸出された奢侈品であるピアノ（再現）
（６月、兵庫）
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⑤　

北
朝
鮮
を
原
産
地
と
す
る
貨
物
（
サ
ル
ト
リ
イ
バ

ラ
注
）
の
無
承
認
輸
入
に
係
る
外
為
法
違
反
事
件

　

愛
知
県
警
察
は
、
二
一
年
八
月
、
食
品
販
売
会
社

社
長
が
、
一
九
年
一
二
月
に
、
北
朝
鮮
を
原
産
地
と

す
る
サ
ル
ト
リ
イ
バ
ラ
を
中
国
・
大
連
か
ら
名
古
屋

港
に
輸
送
し
た
後
、
そ
の
原
産
地
を
中
国
と
す
る
虚

偽
の
輸
入
申
告
手
続
を
行
う
こ
と
で
、
こ
れ
ら
を
経

済
産
業
大
臣
の
承
認
を
受
け
る
こ
と
な
く
、
不
正
に

輸
入
し
た
と
し
て
、
こ
の
食
品
販
売
会
社
社
長
を
外

為
法
違
反
で
書
類
送
致
し
ま
し
た
。

注
：
サ
ル
ト
リ
イ
バ
ラ
は
、
ユ
リ
科
の
植
物
で
、
漢
方
薬
と

し
て
利
用
さ
れ
る
ほ
か
、
西
日
本
で
は
か
し
わ
の
葉
の

代
わ
り
に
使
用
さ
れ
る
こ
と
が
あ
る
。

北朝鮮から不正輸入されたサルトリイバラ（８月、愛知）

⑥　

貿
易
業
者
に
よ
る
奢
侈
品
（
化
粧
品
）
等
の
無

承
認
輸
出
に
係
る
外
為
法
違
反
事
件

　

兵
庫
県
警
察
は
、
二
一
年
一
二
月
、
貿
易
業
経
営

者
ら
が
、
二
〇
年
一
〇
月
に
、
奢
侈
品
に
該
当
す
る

化
粧
品
を
含
む
貨
物
を
経
済
産
業
大
臣
の
承
認
を
受

け
る
こ
と
な
く
中
国
・
大
連
経
由
で
北
朝
鮮
に
不
正

に
輸
出
し
た
こ
と
に
加
え
、
二
一
年
六
月
一
八
日
か

ら
、
北
朝
鮮
を
仕
向
地
と
し
た
す
べ
て
の
貨
物
を
輸

出
す
る
た
め
に
は
、
経
済
産
業
大
臣
の
承
認
を
受
け

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、同
年
八
月
、

衣
料
品
、
日
用
品
等
の
貨
物
を
経
済
産
業
大
臣
の
承

認
を
受
け
る
こ
と
な
く
中
国
・
大
連
経
由
で
北
朝
鮮

に
不
正
に
輸
出
し
た
と
し
て
、
こ
の
貿
易
業
経
営
者

ら
を
外
為
法
違
反
で
通
常
逮
捕
し
ま
し
た
。

イ　

取
締
り
の
効
果

　

北
朝
鮮
に
対
す
る
措
置
に
違
反
し
た
と
し
て
警
察

が
検
挙
し
た
七
事
件
は
、
い
ず
れ
も
、
社
会
的
反
響

が
大
き
く
、
海
外
と
の
取
引
に
携
わ
る
多
く
の
関
係

者
に
対
し
警
鐘
を
鳴
ら
す
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

警
察
で
は
、
違
法
行
為
が
あ
れ
ば
こ
れ
を
看
過
す

る
こ
と
な
く
厳
格
な
取
締
り
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、

北
朝
鮮
に
対
す
る
措
置
を
徹
底
す
る
上
で
担
保
と
な

る
も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

ウ　

今
後
の
見
通
し

　

検
挙
事
例
に
見
ら
れ
る
と
お
り
、
北
朝
鮮
に
対
す

る
措
置
に
関
係
す
る
違
法
行
為
は
後
を
絶
た
ず
、
検

挙
さ
れ
た
事
件
は
氷
山
の
一
角
で
あ
る
と
考
え
ら
れ

ま
す
。
ま
た
、
検
挙
さ
れ
た
事
件
は
中
国
を
迂う

回
地

と
す
る
な
ど
巧
妙
化
し
て
い
ま
す
。

　

我
が
国
と
北
朝
鮮
と
の
地
理
的
状
況
等
に
か
ん
が

み
る
と
、
北
朝
鮮
に
対
す
る
措
置
を
講
じ
る
限
り
、

関
係
す
る
違
法
行
為
が
行
わ
れ
る
お
そ
れ
は
常
に
あ

る
と
言
え
、
措
置
の
厳
格
化
に
伴
い
そ
の
手
口
は
ま

す
ま
す
複
雑
・
巧
妙
化
す
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

　

こ
れ
に
対
し
、
警
察
は
、
税
関
等
と
の
連
携
を
こ

れ
ま
で
以
上
に
強
化
す
る
な
ど
し
な
が
ら
、
違
法
行

為
に
対
し
て
は
徹
底
し
た
取
締
り
に
努
め
、
法
執
行

機
関
と
し
て
、
我
が
国
が
講
じ
る
北
朝
鮮
に
対
す
る

措
置
に
資
す
る
効
果
的
な
取
締
り
を
推
進
す
る
こ
と

と
し
て
い
ま
す
。
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一　

概
要

　

北
朝
鮮
に
よ
る
拉
致
容
疑
事
案
は
、
昭
和
四
九
年

六
月
中
旬
に
福
井
県
の
海
岸
付
近
で
発
生
し
た
姉
弟

拉
致
容
疑
事
案
、
五
二
年
一
一
月
に
新
潟
県
の
海
岸

付
近
で
発
生
し
た
少
女
拉
致
容
疑
事
案
、
五
三
年
七

月
か
ら
八
月
に
か
け
て
福
井
、
新
潟
、
鹿
児
島
各
県

の
海
岸
付
近
で
発
生
し
た
一
連
の
ア
ベ
ッ
ク
拉
致
容

疑
事
案
及
び
母
娘
拉
致
容
疑
事
案
、
五
五
年
か
ら

五
八
年
に
発
生
し
た
一
連
の
欧
州
に
お
け
る
日
本
人

拉
致
容
疑
事
案
等
、
こ
れ
ま
で
に
一
三
件
の
発
生
が

判
明
し
て
お
り
、
こ
れ
ら
の
事
案
に
お
い
て
北
朝
鮮

に
拉
致
さ
れ
た
被
害
者
は
、
一
九
人
に
上
っ
て
い
ま

す
。

　

北
朝
鮮
の
金キ

ム
・
ジ
ョ
ン
イ
ル

正
日
国
防
委
員
長
は
、
平
成
一
四
年

九
月
に
行
わ
れ
た
日
朝
首
脳
会
談
に
お
い
て
、
日
本

人
拉
致
問
題
に
関
し
、「（
北
朝
鮮
の
）
特
殊
機
関
の

一
部
の
盲
動
主
義
者
ら
が
、
英
雄
主
義
に
走
っ
て
か

か
る
行
為
を
行
っ
て
き
た
と
考
え
て
い
る
」
と
の
認

識
を
示
し
て
謝
罪
し
ま
し
た
。

　

日
朝
首
脳
会
談
に
先
立
っ
て
行
わ
れ
た
事
務
レ
ベ

ル
協
議
で
、
北
朝
鮮
側
は
、
日
本
側
に
、
八
件
一
一

人
の
拉
致
被
害
者
と
欧
州
で
失
踪そ

う

し
た
二
人
の
日
本

人
に
関
す
る
安
否
調
査
結
果
と
し
て
、
四
人
の
生
存

と
八
人
の
死
亡
を
伝
え
ま
し
た
。
そ
の
他
、
日
本
側

か
ら
調
査
を
依
頼
し
て
い
な
い
日
本
人
一
人
に
つ
い

て
も
生
存
が
伝
え
ら
れ
、
一
〇
月
に
は
、
五
人
の
拉

致
被
害
者
が
二
四
年
振
り
に
帰
国
し
ま
し
た
。
そ
の

後
、
小
泉
首
相
の
一
六
年
五
月
の
再
訪
朝
に
よ
り
、

同
日
、
拉
致
被
害
者
の
地
村
夫
妻
、
蓮
池
夫
妻
の
家

族
五
人
が
帰
国
し
、
七
月
に
は
、
曽
我
ひ
と
み
さ
ん

の
家
族
も
帰
国
・
来
日
し
ま
し
た
。

人
の
身
分
を
利
用
し
て
南
（
韓
国
）
に
入
る
た
め
で

あ
る
」
と
説
明
し
ま
し
た
。
ま
た
、「
よ
ど
号
」
犯

人
の
元
妻
は
、
金キ

ム
・
イ
ル
ソ
ン

日
成
主
席
（
故
人
）
か
ら
「
革
命

の
た
め
に
は
、
日
本
で
指
導
的
役
割
を
果
た
す
党
を

創
建
せ
よ
。
党
の
創
建
に
は
、
革
命
の
中
核
と
な
る

日
本
人
を
発
掘
、
獲
得
、
育
成
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
」
と
の
教
示
を
受
け
た
田
宮
高
麿
（
故
人
）
か

ら
、
日
本
人
獲
得
を
指
示
さ
れ
た
旨
を
証
言
し
て
い

ま
す
。

　

こ
れ
ら
を
含
め
、
諸
情
報
を
分
析
す
る
と
、
拉

致
の
主
要
な
目
的
は
、
北
朝
鮮
工
作
員
が
日
本
人
の

ご
と
く
振
る
舞
え
る
よ
う
に
す
る
た
め
の
教
育
を
行

わ
せ
る
こ
と
や
、
北
朝
鮮
工
作
員
が
日
本
に
潜
入
し

て
、
拉
致
し
た
者
に
な
り
す
ま
し
て
活
動
で
き
る
よ

う
に
す
る
こ
と
の
ほ
か
、
金
日
成
主
義
に
基
づ
く
日

本
革
命
を
行
う
た
め
の
人
材
獲
得
に
あ
る
と
み
ら
れ

ま
す
。

二　

拉
致
の
目
的

　

金
正
日
国
防
委
員
長
は
、
一
四
年
九
月
に
行
わ
れ

た
日
朝
首
脳
会
談
に
お
い
て
、
日
本
人
拉
致
の
目
的

に
つ
い
て
、「
一
つ
目
は
、
特
殊
機
関
で
日
本
語
の

学
習
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
た
め
、
二
つ
目
は
、
他 帰国する拉致被害者（時事）

日本へ向かう政府専用機へ荷物を持って歩く拉
致被害者の子どもたち（時事）

北
朝
鮮
に
よ
る

拉ら

致
容
疑
事
案
等

２
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三　

拉
致
容
疑
事
案
の
捜
査
状
況

　

警
察
は
、
こ
れ
ま
で
に
、
日
本
人
拉
致
容
疑
事
案

一
二
件
一
七
人
及
び
朝
鮮
籍
の
姉
弟
が
日
本
国
内
か

ら
拉
致
さ
れ
た
事
案
一
件
二
人
、
計
一
三
件
一
九
人

を
北
朝
鮮
に
よ
る
拉
致
容
疑
事
案
と
判
断
す
る
と
と

も
に
、
拉
致
の
実
行
犯
と
し
て
、
八
件
一
一
人
の
逮

捕
状
の
発
付
を
得
て
、
国
際
手
配
を
行
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
警
察
で
は
、
こ
れ
ら
以
外
に
も
、
北
朝
鮮

に
よ
る
拉
致
の
可
能
性
を
排
除
で
き
な
い
事
案
が
あ

る
と
の
認
識
の
下
、
告
訴
・
告
発
や
相
談
・
届
出
に

係
る
事
案
に
つ
い
て
も
関
係
機
関
と
の
連
携
の
強
化

を
図
り
つ
つ
、
警
察
の
総
力
を
挙
げ
て
徹
底
し
た
捜

査
や
調
査
を
進
め
て
い
ま
す
。

四　

日
朝
実
務
者
協
議
の
動
向

　

二
〇
年
六
月
、
中
国
・
北
京
で
開
催
さ
れ
た
日

朝
実
務
者
協
議
に
お
い
て
、
北
朝
鮮
側
は
、
一
六
年

一
一
月
の
日
朝
実
務
者
協
議
以
降
主
張
し
て
き
た

「
拉
致
問
題
は
解
決
済
み
」
と
す
る
従
来
の
立
場
を

変
更
し
て
、
拉
致
問
題
解
決
に
向
け
た
具
体
的
行
動

を
今
後
と
る
た
め
の
再
調
査
を
実
施
す
る
こ
と
を
約

束
し
ま
し
た
。
ま
た
、
同
年
八
月
に
は
、
中
国
・
瀋

陽
で
開
催
さ
れ
た
日
朝
実
務
者
協
議
に
お
い
て
、
日

朝
双
方
は
、
北
朝
鮮
側
が
実
施
す
る
拉
致
問
題
の
調

査
の
具
体
的
態
様
や
北
朝
鮮
側
が
調
査
を
開
始
す
る

と
同
時
に
日
本
側
が
と
る
措
置
等
に
つ
い
て
合
意
し

ま
し
た
。

五　

日
朝
実
務
者
協
議
後
の
動
向

　

二
○
年
九
月
五
日
、
外
務
省
は
、
九
月
四
日
夜
、

北
朝
鮮
か
ら
、
中
国
・
北
京
の
「
大
使
館
」
ル
ー
ト

を
通
じ
、「
日
朝
実
務
者
協
議
の
合
意
事
項
を
履
行

す
る
と
い
う
立
場
で
は
あ
る
が
、
突
然
政
権
交
代
が

行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
日
本
側
の
事
情
に
か
ん
が

み
て
、
新
政
権
が
、
実
務
者
協
議
の
合
意
事
項
の
履

行
に
つ
い
て
ど
う
い
う
考
え
な
の
か
を
見
極
め
る
ま

で
、
調
査
委
員
会
の
立
ち
上
げ
を
差
し
控
え
る
」
と

の
連
絡
が
あ
っ
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
ま
し
た
。
こ

れ
に
対
し
日
本
側
は
、
そ
の
後
発
足
し
た
麻
生
政
権

が
、
こ
れ
ま
で
の
方
針
に
何
ら
変
更
は
な
い
と
の
姿

勢
を
表
明
し
ま
し
た
。

日本語教育を受けていた金
キム・ヒョンヒ

賢姫元工作員（時事）

北朝鮮による拉致容疑事案
発生時期 被害者　※（　）内は、当時の年齢 発生場所 国際手配被疑者

1 昭和49年６月 髙
コ・
敬
キョン
美
ミ
さん（７）、髙

コ・
剛
ガン
さん（３） 福井県小浜市 洪

ホン・スヘ
寿惠こと木下陽子

2 昭和52年９月 久米　裕
ゆたか
さん（52） 石川県鳳

ふげし
至郡（現　鳳

ほうす
珠郡） 金

キム・セホ
世鎬

3 昭和52年10月 松本　京子さん（29） 鳥取県米子市
4 昭和52年11月 横田　めぐみさん（13） 新潟県新潟市
5 昭和53年６月頃 田中　実さん（28） 兵庫県神戸市
6 昭和53年６月頃 田口　八重子さん（22） 不明

7 昭和53年７月 地村　保志さん（23）
地村（旧姓：濱本）富貴惠さん（23） 福井県小浜市 辛

シン・グァンス
光洙

8 昭和53年７月 蓮池　薫さん（20）
蓮池（旧姓：奥土）祐木子さん（22） 新潟県柏崎市

通称チェ・スンチョル
通称ハン・クムニョン
通称キム・ナムジン

9 昭和53年８月 市川　修一さん（23）
増元　るみ子さん（24） 鹿児島県日

ひおき
置郡（現　日置市）

10 昭和53年８月 曽我　ひとみさん（19）
曽我　ミヨシさん（46） 新潟県佐渡郡（現　佐渡市） 通称キム・ミョンスク

11 昭和55年５月頃 石岡　亨
とおる
さん（22）

松木　薫さん（26） 欧州 森順
より
子
こ

若林（旧姓：黒田）佐
さ
喜
き
子
こ

12 昭和55年６月 原　敕
ただ
晁
あき
さん（43） 宮崎県宮崎市 辛光洙　金

キム・
 吉
キル
旭
ウク

13 昭和58年７月頃 有本　恵子さん（23） 欧州 魚本（旧姓：安部）公博
（注）地村保志さん、地村（旧姓：濱本）富貴惠さん、蓮池薫さん、蓮池（旧姓：奥土）祐木子さん及び曽我ひとみさんの５人については、平成14年10月、24年振りに帰国した。

国際手配被疑者
魚本（旧姓・安部）公博 金世鎬 辛光洙 金吉旭 通称キム・ミョンスク 通称チェ・スンチョル 通称ハン・クムニョン 通称キム・ナムジン 洪寿惠こと木下陽子 森　順子 若林（旧姓・黒田）佐喜子



－8－－9－

　

二
一
年
に
行
わ
れ
た
総
選
挙
の
結
果
を
受
け
、
九

月
一
〇
日
に
は
、
北
朝
鮮
ナ
ン
バ
ー
二
の
金キ

ム
・
ヨ
ン
ナ
ム

永
南
最

高
人
民
会
議
常
任
委
員
長
が
共
同
通
信
と
会
見
し
、

民
主
党
政
権
に
対
し
、
一
四
年
の
日
朝
平
壌
宣
言
を

尊
重
し
、「
実
り
あ
る
関
係
」
づ
く
り
を
進
め
る
こ

と
を
呼
び
掛
け
る
一
方
、「
関
係
改
善
の
展
望
は
、

あ
く
ま
で
日
本
当
局
の
態
度
に
か
か
っ
て
い
る
」
と

述
べ
、
民
主
党
政
権
の
出
方
を
注
視
す
る
考
え
を
示

し
ま
し
た
。
鳩
山
首
相
は
、
九
月
二
四
日
の
国
連
総

会
で
の
一
般
討
論
演
説
で
、「
日
朝
平
壌
宣
言
に
従

い
、
拉
致
、
核
、
ミ
サ
イ
ル
な
ど
の
問
題
を
包
括
的

に
解
決
す
る
と
と
も
に
、
不
幸
な
過
去
を
精
算
し
、

国
交
正
常
化
を
図
る
。
拉
致
問
題
で
は
、
北
朝
鮮
が

二
〇
年
の
日
朝
実
務
者
協
議
の
合
意
に
基
づ
き
全
面

調
査
を
始
め
る
な
ど
、
前
向
き
か
つ
誠
意
あ
る
行
動

が
あ
れ
ば
前
向
き
に
対
応
す
る
」と
述
べ
ま
し
た
が
、

北
朝
鮮
は
、
国
連
人
権
理
事
会
が
一
二
月
七
日
に
開

催
し
た
北
朝
鮮
の
人
権
状
況
を
審
査
す
る
普
遍
的
・

定
期
的
レ
ビ
ュ
ー
作
業
部
会
に
お
い
て
、「
拉
致
問

題
は
解
決
済
み
」
と
主
張
し
ま
し
た
。
二
二
年
一
月

現
在
、
調
査
委
員
会
の
立
ち
上
げ
に
関
し
、
北
朝
鮮

側
か
ら
の
反
応
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

北
朝
鮮
は
、
朝
鮮
戦
争
以
降
、
南
北
軍
事
境
界
線

を
挟
ん
で
韓
国
と
軍
事
的
に
対
峙じ

し
て
お
り
、
こ
れ

ま
で
、
韓
国
に
対
す
る
テ
ロ
活
動
の
一
環
と
し
て
、

工
作
員
等
に
よ
る
テ
ロ
事
件
を
世
界
各
地
で
引
き
起

こ
し
て
い
ま
す
。
中
で
も
、
昭
和
六
二
年
に
発
生
し

た
大
韓
航
空
機
爆
破
事
件
は
、
日
本
人
を
装
っ
た
工

作
員
に
よ
り
敢
行
さ
れ
ま
し
た
。

（
一
）
韓
国
大
統
領
官
邸
襲
撃
未
遂
事
件

　

昭
和
四
三
年
一
月
、
韓
国
軍
人
に
偽
装
し
て
同

国
に
潜
入
し
た
北
朝
鮮
の
武
装
ゲ
リ
ラ
三
一
人
が
、

朴パ
ク
・
チ
ョ
ン
ヒ

正
煕
韓
国
大
統
領
等
の
暗
殺
を
企
図
し
、
韓
国
大

統
領
官
邸
（
青
瓦
台
）
付
近
の
路
上
で
韓
国
当
局
と

銃
撃
戦
を
行
い
、
民
間
人
等
を
死
傷
さ
せ
ま
し
た
。

（
二
）
ビ
ル
マ
・
ラ
ン
グ
ー
ン
事
件

　

五
八
年
一
〇
月
、
ビ
ル
マ
（
現
ミ
ャ
ン
マ
ー
）
に

潜
入
し
た
北
朝
鮮
ゲ
リ
ラ
三
人
が
、
同
国
を
訪
問
中

の
全

チ
ョ
ン
・
ド
ゥ
フ
ァ
ン

斗
煥
韓
国
大
統
領
等
の
暗
殺
を
企
図
し
、
訪
問

先
で
あ
る
ア
ウ
ン
サ
ン
廟
に
お
い
て
爆
弾
テ
ロ
を
引

き
起
こ
し
、
韓
国
外
務
部
長
官
等
を
死
傷
さ
せ
ま
し

た
。

（
三
）
大
韓
航
空
機
爆
破
事
件

　

六
二
年
一
一
月
、
日
本
人
名
義
の
偽
造
旅
券
を
所

持
し
た
北
朝
鮮
工
作
員
の
金キ

ム
・
ス
ン
イ
ル

勝
一
と
金キ

ム
・
ヒ
ョ
ン
ヒ

賢
姫
が
、
北

朝
鮮
に
お
い
て
指
令
を
受
け
、
バ
ク
ダ
ッ
ト
発
ソ
ウ

ル
行
き
の
大
韓
航
空
八
五
八
便
に
時
限
爆
弾
を
仕
掛

け
、
ビ
ル
マ
南
方
ア
ン
ダ
マ
ン
海
域
上
空
で
爆
破
さ

せ
、
乗
員
乗
客
全
員
を
死
亡
さ
せ
ま
し
た
。

韓国・金浦空港に移送された金賢姫工作員（時事）

北
朝
鮮
に
よ
る

主
な
テ
ロ
事
件

３
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一　

一
般
情
勢

　

北
朝
鮮
内
部
で
は
、
故
金
日
成
主
席
の
生
誕
百
周

年
に
当
た
る
平
成
二
四
年
を
「
強
盛
大
国
の
大
門
を

開
く
年
」
と
定
め
、
二
一
年
を
「
強
盛
大
国
建
設
に

お
い
て
分
水
嶺れ

い

を
な
す
偉
大
な
変
革
の
年
」
と
位
置

付
け
た
上
で
、
北
朝
鮮
全
土
で
、
人
民
を
動
員
し
た

高
人
民
会
議
第
一
二
期
第
一
回
会
議
」
に
出
席
し
、

歩
い
て
ひ
な
壇
に
着
席
し
、
拍
手
し
た
り
す
る
場
面

が
動
画
で
公
開
さ
れ
る
な
ど
、
起
立
や
着
席
等
の
動

作
を
特
段
の
問
題
な
く
こ
な
し
て
い
る
模
様
が
明
ら

か
に
さ
れ
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
八
月
に
ク
リ
ン
ト
ン

元
米
国
大
統
領
と
、
一
〇
月
に
中
国
の
温
家
宝
国
務

院
総
理
と
そ
れ
ぞ
れ
長
時
間
に
わ
た
る
会
談
に
自
ら

臨
む
な
ど
、
健
在
振
り
を
示
し
て
い
ま
す
。

に
、
国
内
に
お
い
て
は
、「
日
本
政
府
の
制
裁
措
置

は
看
過
で
き
な
い
重
大
な
人
権
蹂じ

ゅ
う

躙り
ん

、
朝
鮮
に
対

す
る
日
本
独
自
の
制
裁
は
、
朝
・
日
平
壌
宣
言
に
明

ら
か
に
反
す
る
も
の
」（
八
月
一
一
日
付
け
朝
鮮
新

報
等
）な
ど
と
非
難
し
ま
し
た
。ま
た
、朝
鮮
総
聯
は
、

総
聯
中
央
委
員
会
第
二
十
一
期
第
三
次
会
議
に
お
い

て
、「
千
万
不
当
な
制
裁
措
置
を
撤
回
さ
せ
る
た
め
、

闘
争
を
頑
強
に
繰
り
広
げ
る
」（
九
月
一
二
日
付
け

朝
鮮
新
報
（
電
子
版
））
と
決
意
を
表
明
し
て
お
り
、

我
が
国
の
対
北
朝
鮮
措
置
撤
回
に
向
け
た
取
組
み
を

強
化
す
る
姿
勢
を
見
せ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
一
方
で
、
朝
鮮
総
聯
は
、「
金
正
日
将
軍
生

誕
記
念
日
（
二
月
一
六
日
）」、「
朝
鮮
民
主
主
義
人

民
共
和
国
創
建
記
念
日
（
九
月
九
日
）」
に
お
け
る

朝
鮮
総
聯
主
催
の
慶
祝
行
事
に
、
著
名
人
等
を
招
待

す
る
な
ど
の
諸
工
作
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

三　

対
日
諸
工
作
の
今
後
の
見
通
し

　

今
後
、
北
朝
鮮
は
、
我
が
国
の
対
北
朝
鮮
措
置
の

撤
廃
や
我
が
国
か
ら
の
食
糧
支
援
等
の
新
た
な
譲
歩

を
引
き
出
す
た
め
、
自
ら
に
有
利
な
世
論
の
醸
成
を

企
図
し
て
、
直
接
又
は
朝
鮮
総
聯
を
介
し
て
の
硬
軟

織
り
交
ぜ
た
諸
工
作
を
活
発
に
展
開
す
る
も
の
と
み

ら
れ
ま
す
。
警
察
は
、
こ
れ
ら
諸
工
作
に
対
す
る
情

報
収
集
活
動
を
強
化
す
る
と
と
も
に
、
伏
在
す
る
違

法
行
為
に
対
し
て
徹
底
し
た
取
締
り
に
努
め
る
こ
と

と
し
て
い
ま
す
。

制
の
強
化
等
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

　

金
正
日
国
防
委
員
長
の
健
康
問
題
に
つ
い
て
は
、

二
〇
年
八
月
に
脳
関
係
の
疾
患
に
よ
り
倒
れ
た
な

ど
と
す
る
健
康
悪
化
説
が
一
般
的
と
な
っ
て
お
り
、

二
一
年
一
月
以
降
、
各
種
メ
デ
ィ
ア
に
お
い
て
、
同

人
の
後
継
者
を
め
ぐ
る
情
報
が
取
り
沙ざ

汰た

さ
れ
ま
し

た
。
一
方
、同
人
は
、四
月
九
日
に
開
催
さ
れ
た
「
最

「
一
五
〇
日
戦
闘
」、

「
一
〇
〇
日
戦
闘
」

と
称
し
た
運
動
等

を
展
開
し
た
ほ
か
、

一
一
月
末
に
は
新
旧

通
貨
の
交
換
に
上
限

額
を
設
け
た
デ
ノ
ミ

ネ
ー
シ
ョ
ン
を
実
施

す
る
な
ど
、
経
済
統

「100日戦闘」のポスター（時事）

二　

北
朝
鮮
に
よ
る
対
日
諸
工
作

　

核
実
験
実
施
を
受
け
、
二
一
年
六
月
、
我
が
国
が

北
朝
鮮
に
向
け
た
す
べ
て
の
品
目
の
輸
出
を
禁
止
す

る
こ
と
を
含
む
対
北
朝
鮮
措
置
の
追
加
を
決
定
す
る

と
、
北
朝
鮮
は
、「
六
月
一
八
日
か
ら
、
対
朝
鮮
追

加
制
裁
措
置
の
一
環
と
し
て
、
総
聯れ

ん

各
級
機
関
の
在

日
同
胞
、
親
朝
鮮
団
体
が
我
が
国
に
送
る
郵
便
物
を

す
べ
て
遮
断
す
る
と
い
う
妄
動
を
働
い
て
い
る
」（
七

月
二
二
日
付
け
労
働
新
聞
）
な
ど
と
主
張
し
、
さ
ら

最高人民会議に出席する金正日国防委員長
（４月９日）（時事）

北
朝
鮮
に
よ
る

対
日
諸
工
作

４
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一　

情
勢

　

北
朝
鮮
は
、
ミ
サ
イ
ル
等
の
開
発
・
製
造
を
行
う

と
と
も
に
、
ミ
サ
イ
ル
や
そ
の
関
連
技
術
を
輸
出
し

て
い
る
と
み
ら
れ
ま
す
。
こ
う
し
た
北
朝
鮮
の
動
向

は
、
国
際
社
会
の
平
和
と
安
全
に
深
刻
な
問
題
を
引

き
起
こ
し
て
お
り
、
ま
た
、
北
朝
鮮
は
、
そ
れ
を
巧

妙
に
外
交
の
駆
け
引
き
材
料
と
し
て
い
ま
す
。

　

一
方
、
大
量
破
壊
兵
器
の
拡
散
は
安
全
保
障
上
の

深
刻
な
問
題
と
な
っ
て
お
り
、
警
察
で
は
こ
れ
ま
で

も
、
大
量
破
壊
兵
器
関
連
物
資
等
の
不
正
輸
出
事
案

に
対
し
て
、
積
極
的
な
取
締
り
を
行
っ
て
い
ま
す
。

中
で
も
北
朝
鮮
に
つ
い
て
は
、
我
が
国
か
ら
持
ち
出

さ
れ
た
物
資
や
技
術
が
、
核
開
発
や
大
量
破
壊
兵

器
の
開
発
等
に
悪
用
さ
れ
る
可
能
性
が
あ
る
こ
と
か

ら
、
こ
の
よ
う
な
物
資
や
技
術
等
の
流
出
に
対
す
る

監
視
を
徹
底
す
る
と
と
も
に
、
違
法
な
事
案
が
把
握

さ
れ
た
場
合
に
は
、
厳
正
に
対
処
し
て
い
ま
す
。

二　

主
な
検
挙
事
例

　

警
察
で
は
、
過
去
、
北
朝
鮮
関
係
の
大
量
破
壊
兵

器
関
連
物
資
等
の
不
正
輸
出
事
件
を
九
件
検
挙
し
て

お
り
、
こ
れ
ら
の
事
件
を
通
じ
て
、
濃
縮
ウ
ラ
ン
の

製
造
に
転
用
可
能
な
直
流
安
定
化
電
源
及
び
周
波
数

変
換
器
（
イ
ン
バ
ー
タ
ー
）、
生
物
兵
器
の
製
造
に

転
用
可
能
な
凍
結
乾
燥
機
等
が
北
朝
鮮
に
不
正
に
輸

出
さ
れ
、
又
は
輸
出
が
企
て
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
明

ら
か
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

具
体
的
な
検
挙
事
例
は
次
の
と
お
り
で
す
。

①　

凍
結
乾
燥
機
不
正
輸
出
事
件

受
け
な
い
で
、
一
五
年
七
月
こ
ろ
、
成
田
空
港
か
ら

台
湾
経
由
で
北
朝
鮮
向
け
に
不
正
輸
出
し
た
事
件
を

検
挙
し
ま
し
た
。

③　

タ
ン
ク
ロ
ー
リ
ー
不
正
輸
出
事
件

　

兵
庫
県
警
察
は
、
二
一
年
五
月
、
対
北
朝
鮮
貿
易

商
社
の
代
表
取
締
役
が
、
核
兵
器
等
の
開
発
等
の
た

め
に
用
い
ら
れ
る
お
そ
れ
が
あ
る
も
の
と
し
て
、
経

済
産
業
大
臣
に
よ
り
外
為
法
に
基
づ
き
輸
出
許
可
を

要
す
る
と
の
通
知
を
受
け
て
い
た
中
古
タ
ン
ク
ロ
ー

リ
ー
二
台
を
、
二
〇
年
一
月
、
同
大
臣
の
許
可
が
不

要
な
韓
国
を
経
由
さ
せ
北
朝
鮮
に
輸
出
す
る
目
的
で
、

韓
国
向
け
に
不
正
輸
出
し
た
事
件
を
検
挙
し
ま
し
た
。

　

警
察
で
は
、
国
内
外
の
諸
情
勢
を
的
確
に
把
握
・

　

山
口
・
島
根
県
警
察
は
、

一
八
年
八
月
、
対
北
朝
鮮

貿
易
商
社
の
元
代
表
取
締

役
が
、
核
兵
器
等
の
開
発

等
の
た
め
に
用
い
ら
れ
る

お
そ
れ
が
あ
る
こ
と
を
知

り
な
が
ら
、
凍
結
乾
燥
機

一
台
を
、
経
済
産
業
大
臣

の
許
可
を
受
け
な
い
で
、
一
四
年
九
月
、
横
浜
港
か

ら
台
湾
経
由
で
北
朝
鮮
向
け
に
不
正
輸
出
し
た
事
件

を
検
挙
し
ま
し
た
。

②　

真
空
ポ
ン
プ
不
正
輸
出
事
件

　

神
奈
川
県
警
察
は
、
二

〇
年
七
月
、
対
北
朝
鮮
貿

易
商
社
の
代
表
取
締
役

が
、
核
兵
器
等
の
開
発
等

に
用
い
ら
れ
る
お
そ
れ
が

あ
る
こ
と
を
知
り
な
が

ら
、
真
空
ポ
ン
プ
等
を
、

経
済
産
業
大
臣
の
許
可
を

北朝鮮への不正輸出目的で韓国に輸出された中古タンクローリー（５
月、兵庫）

分
析
し
、
関

係
機
関
と
の

緊
密
な
情
報

交
換
を
行
う

こ
と
な
ど
に

よ
り
、
大
量

破
壊
兵
器
関

連
物
資
等
不

正
輸
出
事
案

の
取
締
り
を

強
化
し
て
い

く
こ
と
と
し

て
い
ま
す
。

北
朝
鮮
に
よ
る
大
量
破
壊

兵
器
関
連
物
資
等
の
調
達
動
向

５


